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パッシブ投資とは、どのようなもので、どのような効果があるのでしょうか？なぜ、投資家の間で着実に関心が高まっているのだろうか。パッシブ投資では、どのような手法を用い、どのような戦略をとることができるのか。





 









  

 
今日、パッシブ投資を理解することは、金融市場の仕組みを理解する上で極めて重要となっています。実際、世界最大の株式・債券投資ファンドがこのカテゴリーに属している。





 









  

 
このガイドは、パッシブ投資とは何か、どのような仕組みなのか、もっと知りたいという方の主な疑問を解決することを目的としています。本書は真の金融教育講座として開発され、基本的な理論と一緒に基本的な運用のヒントを提供することを目的としています。





 









  

 
このガイドの焦点は、実際、本当に役に立つ、実用的な考え方を提供することです。そのため、本書は学術的なマニュアルではなく、読者の手を取り、その分野の発見に同行するために作られたステップバイステップの道である。





 









  

 
このページでは、パッシブ投資に関する主な概念について、業界の始まりから近年の急速な発展まで、すべて解説していきます。分析戦略からポートフォリオ管理、リスクコントロールの手法、投資の新境地まで。





 









  

 
しかし、それと並行して、このガイドは、投資家としての自分自身の本質を発見する道でもあるのです。これにより、リスク許容度、時間軸、ポートフォリオ管理といった概念にアプローチすることが可能になる。





 









  
最後に、マニュアルの中に
2

  
種類のテストがあります。
1

  

  つ目は、コースの最初に、読者が自分の基本的な知識を評価できるようにすることです。巻末の
2

  

  回目のテストは、代わりに説明された知識の習得度を評価することを目的としています。
  






 









  

 
しかし、このガイドの中心は、これを到着点としてではなく、出発点として考えるようにというものです。この本が、読者の皆様にとって、金融市場における個人の成長と繁栄のための真の旅の始まりになることを願っています。





 








 





                    
                

                
            

            
        

    
        
            
                
                
                    
                        パッシブ投資とは
                    

                    
                    
                        
                    

                    
                

                
                
                    
                    



 








  
パッシブ投資は
1970

  

 
年代に誕生し、その後数十年にわたり、ますます成功を収めてきました。現在では、多くの個人投資家や機関投資家にとって、真のベンチマークとなっています。このことは、今日、世界最大の債券や株式のファンドがこのカテゴリーに属していることを考えれば十分であろう。





 









  

 
基本的なレベルでは、市場と同一または非常に近いリターンを達成するすべての金融商品および製品をパッシブと定義することができます。この目的は、市場そのもののパフォーマンスを表すインデックスを複製することによって追求されます。





 









  

 
実際、これらのファンドは通常、インデックス内の有価証券を購入している。また、コストを最小限に抑えるために、一部を購入することもある。または、デリバティブを使用する。しかし、この場合でも、マネージャーはインデックスそのものをできるだけ忠実に再現することを目指します。





 









  

 
したがって、パッシブ投資は、インデックスのパフォーマンスを繰り返すことによって、特定の市場へのエクスポージャーを得るように設計された一連の運用戦略によって特徴付けられる。これは、市場や参照指標に勝つことを目的とするアクティブ投資とは異なる点です。





 









  

 
そのために、アクティブ運用では、個々の証券やその他の金融商品について、基準（ベンチマーク）となる指数から乖離した投資選択を行います。しかし、アクティブな財務戦略をとるには、コストがかかり、ボラティリティも大きくなることが多い。
  






 









  

 
長年にわたり、アクティブ運用とパッシブ運用の好みの違いについて、数多くの研究が文献に現れている。この点については、投資目的や参考となる運用会社の選択スキルによって異なることもあり、一概にお答えすることはできません。





 









  

 
しかし、一般的な意味において、パッシブファンドはアクティブファンドよりもパフォーマンスが高く、コストが低いことがよく知られています。
S&P

  
が毎年まとめている
SPIVA

  
（
S&P
Indices Versus Active
Funds

  

 
）レポートは、この効果を示す客観的なデータを提供している。実際、最も優れたパッシブファンドはアクティブファンドより優れたパフォーマンスを示すという結果が出ている。





 









  
データによると、
80

  
～
90

  

 
％のアクティブ・ファンドは、歴史的にベンチマーク・インデックスよりもパフォーマンスが悪い（したがって、ベンチマークを複製しているファンドよりも）ことが分かっています。





 









  

 
しかし、絶対的な意味で他より優れている楽器はなく、相対的な意味でのみ優れているということは、暗黙の了解として残されている。アクティブ・ファンドが実際にポートフォリオに価値をもたらす目的や文脈がある。以下では、アクティブ投資とパッシブ投資の違いについて詳しく説明し、どのような基準で選択すればよいかを示します。
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  株式の仕組みに入る前に、まず基本的な知識を整理しておくことが大切かもしれません。
  






 









  

  以下の入門テストは、以下のページで扱うトピックの理解を深め、このテーマの重要な概念を紹介するものです。





 








 






        


        

        

        


                
	


                        



                        

  

    
質問
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  パッシブ投資とアクティブ投資の違いを知っている。


                
                
	


                        



                        
 



                        

                
                
	


                        



                        
 



                        

                
        

        

                
	


                        



                        

  

  アクティブ運用の目的を、実践と結果の両面から理解している。


                
                
	


                        



                        
 



                        

                
                
	


                        



                        
 



                        

                
        

        

                
	


                        



                        

  

  株式市場のインデックスの仕組みや、パッシブ投資におけるインデックスの役割も知っている。
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  について知っていて、アクティブファンドと何が違うのかを理解している。


                
                
	


                        



                        
 



                        

                
                
	


                        



                        
 



                        

                
        

        

                
	


                        



                        

  

  パッシブ投資の中長期的なロジックは理解している。


                
                
	


                        



                        
 



                        

                
                
	


                        



                        
 



                        

                
        

        

                
	


                        



                        

  

  パッシブファンドによる高度な投資戦略を知っている。


                
                
	


                        



                        
 



                        

                
                
	


                        



                        
 



                        

                
        

        

                
	


                        



                        

  

  コストが投資ファンドのパフォーマンスに与える影響について理解している。


                
                
	


                        



                        
 



                        

                
                
	


                        



                        
 



                        

                
        

        

                
	


                        



                        

  

 
アクティブ、パッシブに関わらず、異なる投資ファンド間で利用可能なコストを比較するために、どのようなパラメータを使用すればよいのかがわかる。


                
                
	


                        



                        
 



                        

                
                
	


                        



                        
 



                        

                
        

        

                
	


                        



                        

  
私は、自分のポートフォリオを構成する
ETF

  
を選ぶ際に、守るべき原則があります。


                
                
	


                        



                        
 



                        

                
                
	


                        



                        
 



                        

                
        

        

                
	


                        



                        

  

  市場における投資ファンドの効率性を評価するためのコスト・パラメーターの使い方がわかった。


                
                
	


                        



                        
 



                        

                
                
	


                        



                        
 



                        

                
        

        

                
	


                        



                        

  
金融市場で効率的に投資する方法を知っている。


                
                
	


                        



                        
 



                        

                
                
	


                        



                        
 



                        

                
        

        

                
	


                        



                        

  

  ポートフォリオマネジメントにおける階乗戦略の意味と応用について知っている。


                
                
	


                        



                        
 



                        

                
                
	


                        



                        
 



                        

                
        

        

                
	


                        



                        

  

  アセットアロケーションの仕組みや、投資戦略における正しい使い方を知っています。


                
                
	


                        



                        
 



                        

                
                
	


                        



                        
 



                        

                
        

        

                
	


                        



                        

  

  パッシブファンドを使うことのメリットとデメリットがわかった。
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